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平成３０年６月１８日 

独立行政法人大学入試センター 

「大学入学共通テスト」における問題作成の方向性等と 

本年１１月に実施する試行調査（プレテスト）の趣旨について 

○ 大学入試センター（以下「センター」という。）では、昨年７月に文部科学省が公表し

た「大学入学共通テスト実施方針」（以下「実施方針」という。）に基づき、「大学入学共

通テスト」（以下「共通テスト」という。）の問題作成や実施に向けた検証を行っていま

す。昨年１１月には、全国の高校・中等教育学校にご協力をいただいて試行調査 1（プレ

テスト 2。以下「試行調査」という。）を実施し、問題作成の方針等を決定していくため

に必要となるデータの分析･検証を行い公表 3したところです。

○ 本年１１月には、全国の大学を会場として２回目の試行調査 4を実施する予定です。そ

れに先立ち、２０２０年度からの共通テストの実施に向けて現在検討されている問題作

成の方向性等を、試行調査の趣旨と併せて各高校等（高等学校、中等教育学校、高等部

を設置する特別支援学校）及び各大学の関係者にお知らせするため、本ペーパーをとり

まとめました。 

○ 各高校等におかれては、生徒や保護者等との情報共有にも適宜ご活用ください。また、

各国公私立大学におかれては、学内における所要の準備・検討に適宜ご活用ください。 

 その際には、このとりまとめに記載された情報は現時点での検討状況を踏まえたもの

であること、各教科・科目における問題のねらいや実施方法等（「大学入試センター試験

出題教科・科目の出題方法等」に相当するもの）については、これから１１月に実施さ

れる試行調査の分析･検証を経て、来年度初頭に正式に公表される予定であり、最終的に

は来年度以降の情報を確認する必要があることにご留意ください。 

1 平成２９年１１月１３日～２４日に実施。全国１，８８９校の高校･中等教育学校にご協力いただいた。な

お、英語及び受検上の配慮（点字）については平成３０年２月に実施。 
2 「大学入学共通テスト実施方針」においては「プレテスト」と表記されているが、よりその趣旨が明確にな

るよう「試行調査（プレテスト）」の名称に改めたところ。 
3 平成３０年３月２６日付で「大学入学共通テストの導入に向けた試行調査（プレテスト）（平成２９年１１

月実施分）の結果報告」を公表（センターのＨＰで閲覧可能）。 
4 平成３０年１１月に実施する試行調査の日程等については、別紙のとおり。
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１．問題作成の方向性 

（１）大学入試センター試験における問題評価・改善の蓄積を生かしつつ、共通テスト

で問いたい力を明確にした問題作成 

○ 大学入試センター試験の問題については、試験問題評価委員会を設置し、毎年度、高

校教員からの外部評価を受けるとともに、関係する教育研究団体等からも意見をいただ

き、改善を重ねてきています。全体としてはおおむね、高校等における日常の教育活動

を踏まえつつ、大学教育の基礎力を適切に問う問題として評価をいただいているところ

です。 

○ 一方で、さらなる良問作成に向けた工夫・改善についてもご意見をいただいています。

具体的には、例えば、国語における言語活動を意識した問題や、数学的な見方・考え方

を働かせることが求められるような問題、理科において実験や観察に基づく探究活動を

通じ科学的な思考力等を問うような問題、歴史的思考力を引き出すために多様な資料を

活用した問題の充実などに向けたご指摘をいただいているところです。 

○ こうしたご指摘は、大学教育の基礎力となる知識及び技能や思考力、判断力、表現力

がどの程度身に付いたかを問おうとする共通テストのねらいにも通じるものです。共通

テストでは、これまで問題の評価・改善を重ねてきた大学入試センター試験における良

問の蓄積を受け継ぎつつ、高校教育を通じて大学教育の入口段階までにどのような力を

身に付けていることを求めるのかをより明確にしながら問題を作成し、実施していくこ

ととしています。 

（２）高校教育の成果として身に付けた、大学教育の基礎力となる知識・技能や思考力、

判断力、表現力を問う問題作成 

○ 現在、高校教育及び大学教育において「何をどのように学び、何ができるようになる

のか」を明確にしながらその充実を図るため、高校等においては、指導のねらいとする

資質・能力の育成を目指した「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が、

大学では、三つの方針 5の策定・公表とこれらの方針に基づく大学教育の質的転換が、関

係者の努力と連携により着実に進められているところです。 

○ 高校等と大学それぞれの段階における教育の特質を生かしつつ、高校生の学びの成果

を効果的に大学に接続していくためには、高校教育と大学教育の接続段階で実施される

大学入学者選抜において、どのような学習成果を問うのかが重要になります。共通テス

トでは、高校教育を通じて、大学教育の基礎力となる知識及び技能や思考力、判断力、

表現力がどの程度身に付いたかを問うことをねらいとしています。 

                         

5 ①入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）、②教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・

ポリシー）、③卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
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○ このため共通テストでは、高等学校学習指導要領において育成を目指す資質・能力に

準拠し、知識の理解の質を問う問題や、思考力、判断力、表現力を発揮して解くことが

求められる問題を重視します。また、作問のねらいとして問いたい力が、高校教育の指

導のねらいとする力や大学教育の入口段階で共通に求められる力を踏まえたものとなる

よう、各教科・科目 6において問いたい思考力、判断力、表現力を明確に整理 7した上で

問題を作成することとしています。 

（３）「どのように学ぶか」を踏まえた問題の場面設定 

○ 共通テストでは、高校等における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業

改善のメッセージ性も考慮し、授業において生徒が学習する場面や、社会生活や日常生

活の中から課題を発見し解決方法を構想する場面、資料やデータ等をもとに考察する場

面など、学習の過程を意識した問題の場面設定を重視することとしています。

○ 問題の中では、教科書等で扱われていない初見の資料等が扱われることもありますが、

問われているのはあくまで、高校等における通常の授業を通じて身に付けた知識の理解

や思考力等です。初見の資料等は、新たな場面でもそれらの力が発揮できるかどうかを

問うための題材として用いるものであり、そうした資料等の内容自体が知識として問わ

れるわけではないことに留意してください。

２．実施教科･科目等 

（１）共通テストにおける実施教科･科目（２０２０年度から実施）

○ ２０２０年度から実施される共通テストにおける実施教科・科目は、別添１のとおり

予定されています。 

○ ２０２０年度から共通テストに移行しますが、現行の高等学校学習指導要領に基づく

学習範囲の中から問題が作成されるという点については、２０１９年度までと変更はな

いことから、過年度卒業者用の別の問題は作成しない方向で検討しています。 

（２）試行調査の趣旨と実施教科･科目（本年１１月実施）

○ 昨年１１月に実施した試行調査では、「１」に示した問題作成の方向性を最大限重視し

た問題を出題した場合の正答率や解答の傾向等を分析することとし、目標平均正答率は

設定しなかったところです。この試行調査の結果分析を踏まえ、共通テストにおいて問

6 別添１参照。

7 現在、別添２のとおり各教科・科目について、作問のねらいとする主な「思考力、判断力、表現力」等とし

て、整理中。なお、倫理、政治・経済については、試行調査の問題公表とあわせて公表予定。 
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いたい知識や思考力等を重視した作問の在り方と、選抜試験としてふさわしい難易度や

識別力の設定とを両立させる観点から、共通テストの問題作成の方向性を検討していま

す。 

○ 本年１１月に行う試行調査は、この方向性に基づき作成した問題について全国的な回

答データを収集し、共通テストの問題作成方針の決定に必要な分析・検証を行うもので

す。なお、平均得点率（平均正答率）については、５割程度として実施し検証する予定

です。 

○ 試行調査においては、（１）の表に示した実施科目のうち、「数学Ⅰ」、「数学Ⅱ」、「地

理Ａ」、「世界史Ａ」、「日本史Ａ」、「倫理、政治・経済」、「簿記・会計」、「情報関係基礎」、

「ドイツ語」、「フランス語」、「中国語」、「韓国語」については、実施しません。 

○ 「地理Ａ」、「世界史Ａ」、「日本史Ａ」については、本年度中に問題例を公表する予定

です。また、「ドイツ語」、「フランス語」、「中国語」、「韓国語」については、「英語」に関

する問題作成の方向性を踏まえつつ、「英語」と異なり資格・検定試験を活用する枠組み

がないことなどを勘案し、問題作成のねらいや実施方法等を来年度初頭に公表する予定

です。「簿記・会計」、「情報関係基礎」についても、問題作成のねらいや実施方法等を来

年度初頭に公表する予定です。 

（３）共通テストの枠組みにおける英語の資格･検定試験の活用との関係

○ 外国語科の科目のうち「英語」については、２０２０年度から２０２３年度まで 8の枠

組みとして、各大学は、センターが問題を作成し共通テストとして実施する試験と、民

間の試験実施主体が実施する資格・検定試験とのいずれか又は双方を利用できることと

されています。 

○ センターでは、各大学による資格・検定試験の活用を支援するため「大学入試英語成

績提供システム」9を設け、一定の参加要件を満たすことが確認 10された、本システムに

8 ２０２４年度以降の枠組みについては、資格・検定試験の実施・活用状況等を検証しつつ決定される予定。

9 別添３参照。

10 別添４参照。

結果の分析・
検証を踏ま
え、問題作成
の方向性を
検討 

 2017年 11月 
2018年 2月 

第 1回試行調査
（実施済み） 

共通テストのねら
いをより重視した
問題で試行調査を
実施

2021年１月 

大学入学共通テ
スト実施

2018年 11月 

第 2回試行調査 

問題作成の方向性
を踏まえた試行調
査を大学を会場と
して実施 

2019年度 

状況に応じ
システム等
のための確
認テスト

結果分析・
検証を踏ま
え、問題作
成の方針を
決定 



5 

参加する資格・検定試験について、受検生から申出のあった回の成績を一元的に集約し、

要請のあった大学等に対して提供する予定です。 

○ 「大学入試英語成績提供システム」の詳細については別途お知らせしますが、原則と

して在学者の場合、高校３年生の４月から１２月までの間に受検した２回までの資格・

検定試験の結果が大学に提供されることになります。資格・検定試験の受検の際に、セ

ンターからあらかじめ個人ごとに発行された ID を記載する 11ことにより、試験実施主

体からセンターに受検生の成績が自動的に送付され、大学に提供されます。提供される

成績は、各試験のスコア（バンド表示も含む。）とヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）

の段階別表示（合否がある場合はその合否も）が基本となります。 

○ なお、センターが問題を作成する「英語」の試験については、「英語」以外の科目と同

様に、高校教育を通じて大学教育の基礎として共通に求められる力を身に付けているか

どうかを把握することが目的となります。具体的には「７」に示すとおり、義務教育段

階の学習からの連続性を受けつつ「コミュニケーション英語Ⅰ」「コミュニケーション英

語Ⅱ」「英語表現Ⅰ」の科目の範囲からの出題となり、CEFR との対応では A1～B1 相当

となる予定です。 

 一方で資格･検定試験は、試験の目的に応じて幅広い英語力を把握することが可能です。

大学の判断により多様な結果が活用される可能性があることから、「大学入試英語成績提

供システム」を通じて成績提供する範囲も A1～C2 の幅広い範囲 12が想定されていると

ころです。 

３．記述式問題の導入 

○ 国語と数学Ⅰにおいて、それぞれ小問３問の記述式問題が導入されます。解答用紙に

は新たに記述式問題の解答欄 13が設けられます。問題の内容等についての方向性は、「７」

に示すとおりです。

○ 記述式問題の正答の条件や段階別評価の基準については、共通テスト実施後速やかに

公表されます 14。なお、記述式問題の採点は、民間事業者に採点作業を委託しながら、

センターで行います。

11 ＩＤ発行手続等については別途通知予定。

12 別添５参照。

13 試行調査における解答用紙のイメージは別添６参照。また、国語の試行調査の記述式問題における記述に

当たっての留意点（イメージ）は別添７参照。 
14 試行調査の実施の際には、自己採点の参考になる情報を動画等で提供させていただく予定です。
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【国語】 

○ 国語では、２０～３０字程度、４０～５０字程度、８０～１２０字程度を記述する問

題がそれぞれ１問ずつ出題される予定です。記述式問題の導入に伴い解答時間が延長さ

れ、「国語」が１００分（現行の大学入試センター試験では８０分）になります。

○ 国語の記述式問題については、マーク式問題の配点とは別に、記述式問題の段階別評

価が示されます。段階の数については、小問ごとに４段階表示、総合評価については８

０～１２０字程度を記述する小問についてのみ１．５倍の重み付けを行った上で５段階

表示とすることが検討されています 15。 

【数学】 

○ 数学Ⅰでは、数式を記述する問題、または問題解決のための方略等を端的な短い文で

記述する問題が３問、マーク式問題と混在する形で出題される予定です。記述式問題の

導入に伴い解答時間が延長され、「数学Ⅰ」、「数学Ⅰ・数学 A」が７０分（現行の大学入

試センター試験では６０分）になります。

○ 数学Ⅰの記述式問題については、段階別評価は行われず、マーク式問題と同様に配点

が行われます。 

４．マーク式問題における新たな解答形式 

○ 当てはまる選択肢を全て選択する問題や、解答が前問の解答と連動し正答の組み合わ

せが複数ある問題など 16の新たな解答形式が検討されています。試行調査における分析・

検証を経て、来年度初頭に実施の有無を公表する予定です。

５．受検上の配慮 

○ 受検上の配慮については、障害等がある受検生に対する合理的な配慮を行うため、現

行の大学入試センター試験で行ってきた受検上の配慮事項 17を踏まえ、共通テストにお

ける受検上の配慮事項等について検討を行っています。特に、記述式問題の解答で文字

を書くことが困難な受検生に対しては、審査の上、パソコンを利用した解答を認めるこ

とについて具体的な実施方法等の検討を行っています。

15 別添８のイメージ参照。

16 問題のイメージは別添９のとおり。

17 現行の配慮については別添１０のとおり。
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６．成績提供の時期等 

○ 記述式問題の導入に伴い、センターから大学への成績提供時期は現行の大学入試セン

ター試験よりも１週間程度後ろ倒しされる見込みです。成績については素点及び国語の

記述式問題の段階別評価のほか、各科目について９段階程度の段階別評価を参考情報と

して提供することを検討しています。 

○ これに伴い、国語については、古文、漢文の大問も含めた全体の素点の提供を原則と

する予定です。ただし、参考として大問ごとの素点についても提供することを検討して

います。 

７．各教科・科目における問題作成の方向性と、試行調査における問題作成方針 

○ 各教科・科目について、昨年１１月に実施された試行調査の結果を踏まえて検討され

ている問題作成の方向性と、それを踏まえた本年１１月の試行調査の問題作成方針は次

のとおりです。なお、平均得点率（平均正答率）については前述のとおり、５割程度と

して試行調査を実施し検証する予定です。 

（１）国語

○ 近代以降の文章（論理的な文章、文学的な文章、実用的な文章）、古典（古文、漢文）

といった題材を対象とし、言語活動の過程を重視します。言語を手掛かりとしながら、

与えられた情報を多面的・多角的な視点から解釈したり、目的や場面等に応じて文章を

書いたりすることなどが求められます。大問ごとに固定化した分野から一つの題材で問

題を作成するのではなく、分野を越えて題材を組み合わせたり、同一分野において複数

の題材を組み合わせたりする問題も含まれます。 

○ 記述式の問題は、実用的な文章を主たる題材とするもの、論理的な文章を主たる題材

とするもの又は両方を組み合わせたものとし、小問３問で構成される大問１問を出題し

ます。テキストの内容や構造を把握し、解釈することや、その上で要旨を端的にまとめ、

わかりやすく記述することを求めることとし、小問３問の解答字数については、２０～

３０字程度、４０～５０字程度、８０～１２０字程度をそれぞれ１問ずつ出題します。 

（２）数学（数学Ⅰ・数学 A、数学Ⅱ・数学 B）

○ 数学的な問題解決の過程を重視します。事象の数量等に着目して数学的な問題を見い

だすこと、構想・見通しを立てること、目的に応じて数・式、図、表、グラフなどを活用

し、一定の手順に従って数学的に処理すること、解決過程を振り返り、得られた結果を

意味づけたり、活用したりすることなどが求められます。また、日常の事象や、数学の
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よさを実感できる題材、教科書等では扱われておらず受検生が既知ではないものも含め

た数学の定理等を既知の知識等を活用しながら導くことのできるような題材等も取り扱

うこととしています。 

○ 記述式の問題は、数学Ⅰにおいて設定することとし、マーク式問題と混在させた形で

小問３問を出題します。数式を記述する問題、または問題解決のための方略等を端的な

短い文で記述する問題を出題します。 

（３）地理歴史

（地理（地理 B））

○ 地理に関わる事象を多面的・多角的に考察する過程を重視します。事象の空間的な規

則性を分析して地域性を捉えることや、地域の変容や構造について考え、地域の課題を

理解し将来像について構想していくことが求められます。系統地理と地誌の両分野から

のアプローチを意識した問題も含まれます。 

（歴史（世界史 B、日本史 B））

○ 歴史に関わる事象を多面的・多角的に考察する過程を重視します。用語に関する知識

ではなく、事象の意味や意義、特色や相互の関連等に関する理解が求められます。教科

書等で扱われていない初見の資料についても、そこから得られた情報と授業で学んだ知

識を活用しながら、仮説を立てたり、歴史的事象の展開を考察したりすることができる

かどうかを問う問題や、時代や地域によらず「歴史の見方」のようなテーマを設定した

問題、時間軸を長く取った時代を貫く問題なども含まれます。 

（４）公民

（現代社会） 

○ 現代社会の課題や人間としての在り方生き方等について多面的・多角的に考察する過

程を重視します。文章や資料をしっかりと読み解きながら、重要な概念や理論等を活用

して考察することが求められます。身近な社会的事象に重要な概念や理論等を適用して

考察する問題や、各種の統計など多様な資料を読み解き、さまざまな立場から考察する

問題などが含まれます。 

（倫理） 

○ 人間としての在り方生き方にかかわる倫理的諸課題について多面的・多角的に考察す

る過程を重視します。文章や資料をしっかりと読み解きながら、先哲の基本的な考え方

等を手掛かりとして考察することが求められます。人間としての在り方生き方にかかわ

る倫理的諸課題について、倫理的な見方や考え方を働かせて思考したり、批判的に吟味
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したりする問題や、原典資料や芸術作品など多様な資料を手掛かりとして、さまざまな

立場から考察する問題などが含まれます。 

（政治・経済） 

○ 現代における政治、経済、国際関係等について多面的・多角的に考察する過程を重視

します。現代における政治、経済、国際関係などの客観的な理解を基礎として、文章や

資料をしっかりと読み解きながら、政治や経済の基本的な概念や理論等を活用して考察

することが求められます。社会的事象に政治や経済の基本的な概念や理論等を適用して

考察する問題や、各種の統計など多様な資料を読み解き、さまざまな立場から考察する

問題などが含まれます。 

（５）外国語 

（英語） 

○ 試行調査においては、英語の資格・検定試験活用に関する方針も踏まえながら、「読む

こと」「聞くこと」の能力をバランスよく把握するため、筆記（リーディング。マーク式）

とリスニング（マーク式）を課すこととします。 

 いずれにおいても、CEFR を参考に、A1 から B1 までの問題を組み合わせて出題しま

す。また、実際のコミュニケーションを想定した明確な場面、目的、状況の設定を重視

します。 

○ 筆記（リーディング）については、テキストを読み事実や意見等を整理する力、テキ

ストの構成を理解する力、テキストの内容を理解して要約する力等を問うことをねらい

とし、問題の構成や内容について検証を行います。なお、英語の資格・検定試験の活用

を通じて「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の総合的な評価がなされる方

針であることを踏まえ、試行調査においては、筆記（リーディング）の問題では「読む

こと」の力を把握することを目的とし、発音、アクセント、語句整序などの問題は出題

せず実施し検証することとします。 

○ リスニングについては、複数の情報を比較して判断する力や、議論を聞いて要点を把

握する力等を問うことをねらいとし、問題の構成や内容について検証を行います。音声

については、アメリカ英語以外の読み上げ（イギリス英語や英語を母語としない話者に

よる読み上げ）も行います。 

 また、資格・検定試験における英語のリスニング試験における一般的な在り方や平成

２９年度の試行調査の結果を踏まえ、１回読みと２回読みが混在する構成で実施し、試

行調査を通じて検証することとします。 

○ 英語教育改革の方向性の中で各技能の能力をバランスよく把握することが求められて

いることや、多くの英語の資格・検定試験で各技能の配点が均等となっている状況を踏

まえ、試行調査においては、「筆記（リーディング）」「リスニング」の配点を均等として
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実施する予定です。最終的な配点は、試行調査の実施状況や関係者のご意見等を踏まえ

ながら決定されます。いずれにしても、各大学の入学者選抜において、４技能を総合的

に評価するよう努めるという実施方針を踏まえつつ、具体的にどの技能にどの程度の比

重を置くかは各大学の判断によるという点に変わりはありません。 

（６）理科

（物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎） 

○ 日常生活や社会と関連した科学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則な

どの理解を伴う知識を問うたり、それらを活用したりして考察する問題や、科学的に探

究する方法を用いる過程を重視します。自然の事物・現象に関する問題の中から本質的

な情報を見いだし、課題の解決に向けて主体的に考察・推論することが求められます。

仮説を検証する過程で数的処理を伴う思考力等が求められる問題なども含まれます。 

（物理、化学、生物、地学） 

○ 科学的な探究の過程を重視します。自然の事物・現象の中から本質的な情報を見いだ

し、課題の解決に向けて主体的に考察・推論することが求められます。教科書等では扱

われておらず受検生にとって既知ではないものも含め、資料等に示された事物・現象を

分析的、総合的に考察することができるかという、科学の基本的な概念や原理・法則な

どの深い理解を伴う知識や思考力等を問う問題や、仮説を検証する過程で数的処理を伴

う思考力等が求められる問題なども含まれます。 

 なお、大学教育の基礎力として共通に求められる力を測るという共通テストの趣旨を

踏まえ、センター試験では理科の各科目の中で出題されてきた理科の選択問題について

は、高校教育における履修順序や範囲等に配慮しつつ、設定しないこととする予定です。 

８．今後の予定 

○ 本年１１月に試行調査を実施して結果の分析・検証を行い、本年度中に結果を公表予

定です。共通テストの実施に関する正式な決定事項については、来年度初頭に文部科学

省が策定する「大学入学共通テスト実施大綱」を踏まえてセンターが策定する各教科・

科目における問題のねらいや実施方法等に関する通知や、２０２０年度初頭の「大学入

学共通テスト実施要項」を通じてお知らせする予定です。 

○ 共通テストの問題作成の体制については、本年度中に構築できるよう関係機関の協力

を得て準備を進めています。新たに「問題作成方針分科会（仮称）」を科目ごとに設置し、

共通テストの各教科・科目における問題のねらいや問いたい力を高校関係者も含めて検

討できる体制を整備する予定です。また、センターに常勤の試験問題企画官（高校の指

導主事経験者等）を科目ごとに配置し、教科教育と学問領域双方の知見を問題に反映で
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きる体制を整備することとしています。具体的な問題作成を大学教員が担うという点に

ついては、これまでと変わりはありません。 

○ ２０２０年度以降の検定料については、２０１９年度中にお知らせする予定です。

○ ２０２３年度までの実施状況の検証を踏まえつつ、２０２４年度からは、新学習指導

要領に基づく新しい教科・科目によるテストが実施されることになります。詳細につい

ては２０２２年度初頭頃に文部科学省及びセンターから公表される予定です。 

○ なお、共通テストに関する情報は、センターのホームページの右側の「大学入学共通

テスト」というバナーをクリックし、詳細をご覧ください。
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こ
と
が
で
き
る

（
例

）
○

テ
ク

ス
ト

に
お

け
る

書
き

⼿
の

考
え

を
踏

ま
え

た
上

で
，

テ
ク

ス
ト

に
⽰

さ
れ

た
テ

ー
マ

に
つ

い
て

⾃
分

の
考

え
を

論
じ

る
こ

と
が

で
き

る
○

テ
ク

ス
ト

に
⽰

さ
れ

た
テ

ー
マ

に
つ

い
て

，
仮

説
を

⽴
て

た
り

，
既

有
知

識
や

経
験

を
具

体
的

に
挙

げ
た

り
し

な
が

ら
，

⾃
分

の
考

え
を

論
じ

る
こ

と
が

で
き

る
○

テ
ク

ス
ト

と
⾃

分
⾃

⾝
と

の
関

わ
り

を
考

え
，

⾃
分

⾃
⾝

の
問

題
と

し
て

論
じ

る
こ

と
が

で
き

る

（
例

）
○

テ
ク

ス
ト

に
お

け
る

語
句

の
意

味
や

⽐
喩

等
の

内
容

を
適

切
に

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
る

○
テ

ク
ス

ト
に

お
け

る
⽂

や
段

落
の

内
容

を
，

接
続

の
関

係
を

踏
ま

え
て

解
釈

す
る

こ
と

が
で

き
る

○
テ

ク
ス

ト
の

特
定

の
場

⾯
に

お
け

る
⼈

物
，

情
景

，
⼼

情
な

ど
を

解
釈

す
る

こ
と

が
で

き
る

②
テ

ク
ス

ト
の

全
体

を
把

握
，

精
査

・
解

釈
し

て
解

答
す

る
問

題

選
択
式
／

条
件
付
記
述
式

選
択
式
／

短
答
式

選
択
式
／

条
件
付
記
述
式

⾃
由
記
述
式
／

⼩
論
⽂

検
討

中
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A
B

C
D

E

日
常

生
活

や
社

会
の

問
題

を
数

理
的

に
と

ら
え

る
こ

と

数
学

の
事

象
に

お
け

る
問

題
を

数
学

的
に

と
ら

え
る

こ
と

数
学

を
活

用
し

た
問

題
解

決
に

向
け

て
，

構
想

・
見

通
し

を
立

て
る

こ
と

焦
点

化
し

た
問

題
を

解
決

す
る

こ
と

解
決

過
程

を
振

り
返

り
，

得
ら

れ
た

結
果

を
意

味
づ

け
た

り
，

活
用

し
た

り
す

る
こ

と

解
決

過
程

を
振

り
返

る
な

ど
し

て
概

念
を

形
成

し
た

り
，

体
系

化
し

た
り

す
る

こ
と

数
学

的
な

表
現

を
用

い
て

表
現

す
る

こ
と

①
マ

ー
ク

式

⽇
常

⽣
活

や
社

会
の

問
題

に
お

け
る

事
象

の
数

量
等

に
着

⽬
し

て
数

学
的

な
問

題
を

⾒
い

だ
す

こ
と

が
で

き
る

数
学

的
な

問
題

の
本

質
を

⾒
い

だ
す

こ
と

が
で

き
る

（
洞

察
⼒

）

焦
点

化
し

た
問

題
を

⽬
的

に
応

じ
て

数
・

式
，

図
,

表
，

グ
ラ

フ
な

ど
を

活
⽤

し
，

⼀
定

の
⼿

順
に

し
た

が
っ

て
数

学
的

に
処

理
す

る
こ

と
が

で
き

る

解
決

過
程

を
振

り
返

り
，

得
ら

れ
た

結
果

を
元

の
事

象
に

戻
し

て
そ

の
意

味
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る

⽇
常

⽣
活

や
社

会
の

問
題

に
お

け
る

事
象

の
特

徴
を

と
ら

え
て

数
学

的
な

表
現

を
⽤

い
て

表
現

す
る

（
事

象
を

数
学

化
す

る
）

こ
と

が
で

き
る

数
学

的
な

問
題

を
解

決
す

る
た

め
の

⾒
通

し
を

⽴
て

る
こ

と
が

で
き

る
（

構
想

⼒
）

焦
点

化
し

た
問

題
を

数
学

的
な

⾒
⽅

・
考

え
⽅

を
基

に
，

的
確

か
つ

能
率

的
に

処
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

解
決

過
程

を
振

り
返

り
，

得
ら

れ
た

結
果

を
様

々
な

事
象

に
活

⽤
す

る
こ

と
が

で
き

る

数
学

の
事

象
か

ら
問

題
を

⾒
い

だ
す

こ
と

が
で

き
る

焦
点

化
し

た
問

題
を

解
決

す
る

こ
と

に
つ

い
て

，
論

理
的

に
推

論
す

る
こ

と
が

で
き

る
（

帰
納

，
類

推
，

演
繹

）

解
決

過
程

を
振

り
返

る
な

ど
し

て
，

数
学

的
な

⾒
⽅

・
考

え
⽅

の
よ

さ
を

⾒
い

だ
す

こ
と

が
で

き
る

数
学

の
事

象
か

ら
特

徴
を

と
ら

え
，

数
学

化
す

る
こ

と
が

で
き

る

解
決

過
程

を
振

り
返

る
な

ど
し

て
，

得
ら

れ
た

結
果

を
基

に
批

判
的

に
検

討
し

，
体

系
的

に
組

み
⽴

て
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

数
学

の
事

象
か

ら
得

ら
れ

た
結

果
を

基
に

拡
張

・
⼀

般
化

す
る

こ
と

が
で

き
る

解
決

過
程

を
振

り
返

る
な

ど
し

て
，

⾒
い

だ
し

た
事

柄
を

既
習

の
知

識
と

結
び

付
け

，
概

念
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

解
決

過
程

を
振

り
返

る
な

ど
し

て
，

統
合

的
・

発
展

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る

②
新

テ
ス

ト
に

お
け

る
記

述
式

⽇
常

⽣
活

や
社

会
問

題
を

数
学

的
に

と
ら

え
た

際
に

設
け

た
条

件
等

を
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る

問
題

解
決

の
構

想
等

を
理

解
し

た
り

，
そ

の
構

想
の

根
拠

を
数

学
的

に
説

明
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

数
学

に
お

け
る

基
本

的
な

概
念

や
原

理
・

法
則

等
の

理
解

を
基

に
，

公
式

や
定

理
等

を
⽤

い
て

問
題

を
解

決
す

る
⽅

法
を

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

得
ら

れ
た

結
果

の
数

学
的

意
味

や
別

の
⽅

法
で

解
決

す
る

⽅
略

等
を

⾒
い

だ
し

，
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
数

学
的

な
表

現
を

⽤
い

た
説

明
を

理
解

し
た

り
評

価
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

特
定

の
場

合
に

成
り

⽴
つ

性
質

が
，

⼀
般

の
場

合
で

も
成

り
⽴

つ
か

を
考

え
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る

成
り

⽴
つ

こ
と

が
予

測
さ

れ
る

数
学

的
な

事
柄

・
事

実
を

，
数

学
的

な
表

現
を

⽤
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る

問
題

場
⾯

に
お

け
る

数
量

関
係

を
式

に
表

す
こ

と
が

で
き

る

解
決

過
程

を
振

り
返

る
な

ど
し

て
概

念
を

形
成

し
た

り
，

体
系

化
し

た
り

し
て

統
合

的
・

発
展

的
に

考
え

た
結

果
を

数
学

的
に

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

⽬
的

に
応

じ
て

，
⾃

分
の

考
え

な
ど

を
数

学
的

な
表

現
を

⽤
い

て
的

確
に

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

③
自

由
記

述
式

⽇
常

⽣
活

や
社

会
問

題
に

つ
い

て
，

条
件

を
設

定
し

た
り

，
数

学
の

事
象

に
つ

い
て

，
条

件
の

設
定

を
変

更
す

る
な

ど
し

て
新

た
な

数
学

の
問

題
を

つ
く

る
こ

と
が

で
き

る

命
題

が
真

で
あ

る
こ

と
を

証
明

す
る

た
め

の
根

拠
と

な
る

数
学

的
事

実
（

公
式

や
定

理
等

）
を

と
ら

え
，

問
題

解
決

に
向

け
た

構
想

や
⾒

通
し

を
⽴

て
る

こ
と

が
で

き
る

平
⾯

図
形

や
空

間
図

形
の

複
合

的
な

問
題

に
つ

い
て

，
そ

れ
ら

の
特

徴
を

活
⽤

し
て

，
計

量
し

た
り

証
明

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る

得
ら

れ
た

結
果

の
意

味
を

元
の

事
象

に
戻

し
て

そ
の

意
味

を
考

え
た

り
，

条
件

を
変

更
す

る
な

ど
し

た
場

合
に

も
同

様
に

成
り

⽴
つ

か
を

調
べ

る
こ

と
が

で
き

る

問
題

解
決

の
過

程
を

数
学

的
な

表
現

を
適

切
に

⽤
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る

数
学

の
事

象
に

お
い

て
数

量
の

変
化

に
つ

い
て

実
験

し
て

調
べ

る
な

ど
し

て
，

新
た

な
問

題
を

つ
く

る
こ

と
が

で
き

る

命
題

の
真

偽
を

類
推

し
た

り
，

あ
る

命
題

を
他

の
同

値
な

命
題

に
⾔

い
換

え
た

り
し

て
数

学
的

な
問

題
の

本
質

を
と

ら
え

る
こ

と
が

で
き

る

関
数

や
⽅

程
式

・
不

等
式

の
複

合
的

な
問

題
に

つ
い

て
，

そ
れ

ら
の

特
徴

を
踏

ま
え

て
条

件
に

適
す

る
数

値
を

求
め

た
り

，
証

明
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

⽤
い

た
解

決
⽅

法
を

発
展

さ
せ

，
他

の
⽇

常
⽣

活
や

社
会

問
題

に
つ

い
て

の
事

象
や

数
学

の
事

象
の

解
決

に
活

⽤
す

る
こ

と
が

で
き

る

得
ら

れ
た

結
果

の
数

学
的

意
味

を
と

ら
え

，
そ

れ
を

数
学

的
な

表
現

を
⽤

い
て

適
切

に
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る

【
数
学
】
作
問
の

ね
ら
い
と
す
る
主
な

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
，
及
び

そ
れ

ら
と
出
題
形
式
と
の

関
係
に
つ
い
て
の

イ
メ
ー

ジ
（
素
案
）

※
作

問
の

ね
ら

い
と

す
る

主
な

「
思

考
⼒

・
判

断
⼒

・
表

現
⼒

」
と

出
題

形
式

と
の

関
係

は
，

例
と

し
て

挙
げ

て
い

る
も

の
で

あ
り

，
問

い
⽅

や
場

⾯
等

に
よ

っ
て

は
別

の
出

題
形

式
等

で
問

う
可

能
性

も
あ

り
得

る
。

※
試

⾏
調

査
の

検
証

・
分

析
の

結
果

及
び

⾼
等

学
校

学
習

指
導

要
領

の
⾒

直
し

の
内

容
等

を
踏

ま
え

，
更

に
整

理
す

る
。

大 学 入 学 共 通 テ ス ト に お い て 問 い た い 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 」

多
肢
選
択
式
・

⽳
埋
め
式

証
明
な
ど
，
数
学
的

な
問
題
解
決
の
プ
ロ

セ
ス
を
表
現
す
る
⾃

由
記
述
式

数
式
や
問
題
解

決
の
⽅
略
等
の

記
述

検
討

中
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【
考

察
・

構
想

(
注

)
】

●
歴

史
に

関
わ

る
諸

事
象

等
の

意
味

や
意

義
，

特
色

や
相

互
の

関
連

に
つ

い
て

，
概

念
等

を
活

用
し

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
●

歴
史

に
見

ら
れ

る
課

題
を

把
握

し
，

そ
の

解
決

に
向

け
て

構
想

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
複

数
の

立
場

や
意

見
を

踏
ま

え
て

解
決

に
向

け
て

選
択

・
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る

【
説

明
】

●
考

察
し

た
こ

と
や

構
想

し
た

こ
と

を
適

切
な

資
料

・
内

容
や

表
現

方
法

を
選

び
効

果
的

に
説

明
し

た
り

，
そ

れ
ら

を
基

に
議

論
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
学

習
課

題
を

振
り

返
っ

て
結

論
を

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

・
結

論
に

つ
い

て
検

証
す

る
こ

と
が

で
き

る
・

新
た

な
問

い
（

課
題

）
を

見
い

だ
し

た
り

追
究

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る

資
料

か
ら

読
み

取
っ

た
情

報
と

歴
史

的
事

象
と

の
関

わ
り

を
類

推
す

る
こ

と
が

で
き

る
考

察
し

た
こ

と
や

構
想

し
た

過
程

や
結

果
を

，
理

由
や

根
拠

に
基

づ
い

て
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る

歴
史

的
事

象
を

時
系

列
的

に
と

ら
え

る
こ

と
が

で
き

る
（

時
系

列
）

資
料

か
ら

読
み

取
っ

た
情

報
や

習
得

し
た

知
識

を
活

⽤
し

て
，

歴
史

的
事

象
の

展
開

に
つ

い
て

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
推

移
や

変
化

）

複
数

の
歴

史
的

事
象

を
⽐

較
し

て
共

通
性

や
差

異
を

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
る

（
諸

事
象

の
⽐

較
）

諸
地

域
世

界
の

接
触

や
交

流
な

ど
が

歴
史

的
事

象
に

ど
の

よ
う

に
作

⽤
し

た
の

か
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
事

象
相

互
の

つ
な

が
り

）

背
景

，
原

因
，

結
果

，
影

響
に

着
⽬

し
て

歴
史

の
諸

事
象

相
互

の
関

連
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
事

象
相

互
の

つ
な

が
り

）

歴
史

的
事

象
の

多
⾯

的
・

多
⾓

的
な

考
察

を
通

し
て

，
⽇

本
や

世
界

の
歴

史
の

展
開

や
歴

史
的

な
意

味
や

意
義

を
と

ら
え

る
こ

と
が

で
き

る

習
得

し
た

歴
史

的
概

念
を

活
⽤

し
，

現
代

的
課

題
に

応
⽤

す
る

こ
と

が
で

き
る

【
歴
史
】
作
問
の

ね
ら
い
と
す
る
主
な

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
に
つ
い
て
の

イ
メ
ー

ジ
（
素
案
）

（
注

）
構

想
に

つ
い

て
は

，
社

会
科

系
科

⽬
に

⾒
ら

れ
る

課
題

の
解

決
に

向
け

て
，

広
い

視
野

か
ら

構
想

（
選

択
・

判
断

）
す

る
こ

と
を

⽰
し

て
い

る
。

（
参

考
：

『
平

成
28

年
12

⽉
21

⽇
中

央
教

育
審

議
会

答
申

』
よ

り
）

※
試

⾏
調

査
の

検
証

・
分

析
の

結
果

及
び

⾼
等

学
校

学
習

指
導

要
領

の
⾒

直
し

の
内

容
等

を
踏

ま
え

，
更

に
整

理
す

る
。

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
に

お
い

て
問

い
た

い
「

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
」

○
⾃

由
記

述
で

は
，

以
下

の
こ

と
を

問
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
歴

史
的

事
象

を
多

⾯
的

・
多

⾓
的

に
考

察
し

て
，

論
理

的
・

効
果

的
に

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
歴

史
的

事
象

に
つ

い
て

考
察

し
た

こ
と

を
踏

ま
え

て
，

課
題

の
解

決
に

向
け

た
⾃

分
の

意
⾒

を
形

成
し

て
，

適
切

に
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
・

考
察

し
た

こ
と

や
構

想
し

た
こ

と
か

ら
，

新
た

な
課

題
を

⾒
い

だ
し

て
追

究
す

る
こ

と
が

で
き

る

○
作

問
に

あ
た

っ
て

の
場

⾯
設

定
の

⼯
夫

例
・

歴
史

的
観

点
か

ら
資

料
を

活
⽤

し
て

探
究

し
，

そ
の

成
果

を
論

述
し

た
り

討
論

し
た

り
す

る
な

ど
の

活
動

を
通

し
て

，
現

代
に

つ
な

が
る

諸
課

題
に

つ
い

て
⾃

分
の

意
⾒

を
形

成
す

る
場

⾯
・

歴
史

的
観

点
か

ら
資

料
を

活
⽤

し
て

探
究

し
，

そ
の

成
果

を
論

述
し

た
り

討
論

し
た

り
す

る
活

動
を

通
し

て
，

新
た

な
課

題
を

⾒
い

だ
す

場
⾯

検
討

中
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【
考

察
・

構
想

(
注

)
】

●
地

理
に

関
わ

る
諸

事
象

の
意

味
や

意
義

，
特

色
や

相
互

の
関

連
を

多
面

的
・

多
角

的
に

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

●
地

理
的

な
課

題
を

把
握

し
，

そ
の

解
決

に
向

け
て

構
想

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
複

数
の

立
場

や
意

見
を

踏
ま

え
て

解
決

に
向

け
て

選
択

・
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る

【
説

明
】

●
考

察
し

た
こ

と
や

構
想

し
た

こ
と

を
適

切
な

資
料

・
内

容
や

表
現

方
法

を
選

び
効

果
的

に
説

明
し

た
り

，
そ

れ
ら

を
基

に
議

論
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
学

習
課

題
を

振
り

返
っ

て
結

論
を

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

・
結

論
に

つ
い

て
検

証
す

る
こ

と
が

で
き

る
・

新
た

な
問

い
（

課
題

）
を

見
い

だ
し

た
り

追
究

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る

事
象

に
つ

い
て

位
置

や
分

布
な

ど
か

ら
と

ら
え

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

地
理

的
事

象
を

多
⾯

的
・

多
⾓

的
に

考
察

し
た

過
程

や
結

果
を

，
理

由
や

根
拠

に
基

づ
い

て
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る

事
象

が
⽣

起
し

て
い

る
場

所
の

特
徴

を
と

ら
え

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

地
理

的
事

象
に

つ
い

て
⼈

間
や

社
会

と
⾃

然
環

境
と

の
相

互
依

存
関

係
な

ど
の

関
わ

り
を

と
ら

え
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る

地
理

的
事

象
に

つ
い

て
空

間
的

相
互

依
存

作
⽤

な
ど

地
域

間
の

様
々

な
関

係
を

と
ら

え
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る

地
域

的
特

⾊
に

つ
い

て
多

⾯
的

・
多

⾓
的

に
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る

地
理

的
な

課
題

に
つ

い
て

多
⾯

的
・

多
⾓

的
に

考
察

し
，

解
決

策
を

合
理

的
に

構
想

（
選

択
・

判
断

）
す

る
こ

と
が

で
き

る

【
地
理
】
作
問
の

ね
ら
い
と
す
る
主
な

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
に
つ
い
て
の

イ
メ
ー

ジ
（
素
案
）

（
注

）
構

想
に

つ
い

て
は

，
社

会
科

系
科

⽬
に

⾒
ら

れ
る

課
題

の
解

決
に

向
け

て
，

広
い

視
野

か
ら

構
想

（
選

択
・

判
断

）
す

る
こ

と
を

⽰
し

て
い

る
。

（
参

考
：

『
平

成
28

年
12

⽉
21

⽇
中

央
教

育
審

議
会

答
申

』
よ

り
）

※
試

⾏
調

査
の

検
証

・
分

析
の

結
果

及
び

⾼
等

学
校

学
習

指
導

要
領

の
⾒

直
し

の
内

容
等

を
踏

ま
え

，
更

に
整

理
す

る
。

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
に

お
い

て
問

い
た

い
「

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
」

○
⾃

由
記

述
で

は
，

以
下

の
こ

と
を

問
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
主

題
図

な
ど

の
資

料
を

，
適

切
に

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
地

理
的

事
象

を
多

⾯
的

・
多

⾓
的

に
考

察
し

，
構

想
し

た
結

果
，

地
域

調
査

や
諸

資
料

な
ど

の
根

拠
に

基
づ

い
て

論
理

的
・

効
果

的
に

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
現

代
世

界
の

地
理

的
な

課
題

の
解

決
に

つ
い

て
，

⾃
ら

の
解

釈
も

加
え

て
意

⾒
を

形
成

し
，

適
切

に
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
・

課
題

に
対

し
て

，
具

体
的

な
解

決
策

を
提

⾔
す

る
こ

と
が

で
き

る

○
作

問
に

あ
た

っ
て

の
場

⾯
設

定
の

⼯
夫

例
・

地
理

的
な

課
題

を
探

究
す

る
活

動
を

通
し

て
，

そ
の

解
決

や
持

続
可

能
な

将
来

の
在

り
⽅

を
展

望
す

る
場

⾯
・

資
料

か
ら

地
理

的
事

象
を

読
み

取
り

，
地

域
の

変
容

や
構

造
を

考
察

し
，

そ
れ

ら
の

地
域

に
み

ら
れ

る
地

域
的

特
⾊

や
課

題
に

つ
い

て
説

明
し

た
り

す
る

場
⾯

・
新

た
な

発
⾒

や
理

解
の

深
化

を
⾒

い
だ

し
，

改
め

て
課

題
を

設
定

し
，

情
報

の
収

集
，

整
理

・
分

析
を

⾏
っ

て
い

く
場

⾯

検
討

中
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【
考

察
・

構
想

(
注

)
】

●
社

会
的

事
象

等
の

意
味

や
意

義
，

特
色

や
相

互
の

関
連

に
つ

い
て

，
概

念
等

を
活

用
し

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
●

現
代

社
会

に
見

ら
れ

る
課

題
を

把
握

し
，

そ
の

解
決

に
向

け
て

構
想

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
複

数
の

立
場

や
意

見
を

踏
ま

え
て

解
決

に
向

け
て

選
択

・
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る

【
説

明
】

●
考

察
し

た
こ

と
や

構
想

し
た

こ
と

を
適

切
な

資
料

・
内

容
や

表
現

方
法

を
選

び
効

果
的

に
説

明
し

た
り

，
そ

れ
ら

を
基

に
議

論
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
学

習
課

題
を

振
り

返
っ

て
結

論
を

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

・
結

論
に

つ
い

て
検

証
す

る
こ

と
が

で
き

る
・

新
た

な
問

い
（

課
題

）
を

見
い

だ
し

た
り

追
究

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る

社
会

的
事

象
等

を
と

ら
え

る
い

く
つ

か
の

「
考

え
⽅

」
に

基
づ

い
て

内
容

を
考

察
し

，
関

連
性

や
社

会
的

な
意

味
を

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
る

社
会

的
事

象
等

を
多

⾯
的

・
多

⾓
的

に
考

察
し

た
過

程
や

結
果

を
，

理
由

や
根

拠
に

基
づ

い
て

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

概
念

や
理

論
を

活
⽤

し
，

制
度

や
政

策
の

本
質

や
⽇

常
⽣

活
に

⾒
ら

れ
る

⼈
々

の
⾏

為
の

意
味

を
と

ら
え

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
的

事
象

等
を

と
ら

え
る

概
念

や
理

論
を

活
⽤

し
，

他
の

社
会

的
事

象
等

を
と

ら
え

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
的

事
象

等
を

と
ら

え
る

概
念

や
理

論
を

活
⽤

し
，

原
因

と
結

果
の

関
連

性
に

つ
い

て
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
的

事
象

等
を

多
⾯

的
・

多
⾓

的
に

考
察

し
，

課
題

の
解

決
に

向
け

て
，

公
正

に
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
様

々
な

⽴
場

か
ら

の
主

張
を

，
根

拠
に

基
づ

い
て

多
⾯

的
・

多
⾓

的
に

考
察

し
，

課
題

の
解

決
に

向
け

て
，

公
正

に
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る

※
試

⾏
調

査
の

検
証

・
分

析
の

結
果

及
び

⾼
等

学
校

学
習

指
導

要
領

の
⾒

直
し

の
内

容
等

を
踏

ま
え

，
更

に
整

理
す

る
。

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
に

お
い

て
問

い
た

い
「

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
」

【
現
代
社
会
】
作
問
の

ね
ら
い
と
す
る
主
な

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
に
つ
い
て
の

イ
メ
ー

ジ
（
素
案
）

（
注

）
構

想
に

つ
い

て
は

，
社

会
科

系
科

⽬
に

⾒
ら

れ
る

課
題

の
解

決
に

向
け

て
，

広
い

視
野

か
ら

構
想

（
選

択
・

判
断

）
す

る
こ

と
を

⽰
し

て
い

る
。

（
参

考
：

『
平

成
28

年
12

⽉
21

⽇
中

央
教

育
審

議
会

答
申

』
よ

り
）

○
作

問
に

あ
た

っ
て

の
場

⾯
設

定
の

⼯
夫

例
・

社
会

的
事

象
等

を
多

⾯
的

・
多

⾓
的

に
考

察
す

る
学

習
活

動
を

通
じ

て
，

現
代

社
会

の
課

題
に

つ
い

て
⾃

分
の

意
⾒

を
形

成
し

よ
う

と
す

る
場

⾯
・

資
料

を
概

念
や

理
論

を
⽤

い
て

考
察

し
，

そ
の

成
果

か
ら

問
い

を
⾒

い
だ

す
場

⾯

○
⾃

由
記

述
で

は
、

以
下

の
こ

と
を

問
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
社

会
的

事
象

等
を

考
察

す
る

に
あ

た
っ

て
，

⾃
ら

課
題

設
定

し
，

適
切

な
資

料
や

⽅
法

を
⽤

い
て

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
社

会
的

事
象

等
を

多
⾯

的
・

多
⾓

的
に

考
察

し
，

⾃
ら

が
構

想
し

た
過

程
や

結
果

を
諸

資
料

な
ど

の
根

拠
に

基
づ

い
て

論
理

的
・

効
果

的
に

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
社

会
的

事
象

等
を

多
⾯

的
・

多
⾓

的
に

考
察

し
た

過
程

や
結

果
を

踏
ま

え
，

課
題

解
決

に
向

け
て

⾃
分

の
意

⾒
を

形
成

し
て

，
適

切
に

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
考

察
し

た
こ

と
や

構
想

し
た

こ
と

か
ら

，
新

た
な

課
題

を
⾒

い
だ

す
こ

と
が

で
き

る

検
討

中
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科
学
的
な
⾃
然
観
を
育
成
す
る
た
め
の
各
領
域
に
お
け
る
特
徴
的
な
⾒
⽅

※
試

⾏
調

査
の

検
証

・
分

析
の

結
果

及
び

⾼
等

学
校

学
習

指
導

要
領

の
⾒

直
し

の
内

容
等

を
踏

ま
え

，
更

に
整

理
す

る
。

抽
出

・
整

理
し

た
情

報
に

つ
い

て
，

そ
れ

ら
の

関
係

性
や

傾
向

を
見

い
だ

す
と

と
も

に
，

課
題

を
設

定
す

る
こ

と
が

で
き

る

見
通

し
を

も
ち

，
検

証
で

き
る

仮
説

を
設

定
し

，
そ

れ
を

確
か

め
る

た
め

の
観

察
・

実
験

の
計

画
を

評
価

・
選

択
・

決
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

観
察

・
実

験
等

の
結

果
を

分
析

・
解

釈
す

る
こ

と
が

で
き

る
仮

説
の

妥
当

性
を

検
討

し
た

り
，

考
察

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
全

体
を

振
り

返
っ

て
推

論
し

た
り

，
次

の
課

題
を

発
見

し
た

り
，

新
た

な
知

識
や

モ
デ

ル
等

を
創

造
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

【
理
科
】
作
問
の

ね
ら
い
と
す
る
主
な

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
に
つ
い
て
の

イ
メ
ー

ジ
（
素
案
）

課
題

の
把

握
課

題
の

探
究

（
追

究
）

課
題

の
解

決

●
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
主

に
，

物
理

）
：

量
的

・
関

係
的

な
視

点
 

●
粒
⼦

（
主

に
，

化
学

）
：

質
的

・
実

体
的

な
視

点
●
⽣
命

（
主

に
，

⽣
物

）
：

多
様

性
と

共
通

性
の

視
点

●
地
球

（
主

に
，

地
学

）
：

時
間

的
・

空
間

的
な

視
点

⾃
然

の
事

物
・

現
象

の
基

本
的

な
概

念
を

基
に

，
⾒

い
だ

し
た

課
題

に
つ

い
て

，
原

理
・

法
則

に
従

っ
て

推
論

す
る

こ
と

が
で

き
る

図
・

表
や

資
料

等
を

基
に

，
設

定
し

た
条

件
で

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
情

報
を

，
原

理
・

法
則

に
従

い
，

整
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

⾃
然

の
事

物
・

現
象

の
基

本
的

な
概

念
を

活
⽤

し
，

原
理

・
法

則
に

従
っ

て
新

た
な

情
報

を
基

に
仮

説
を

⽴
て

る
こ

と
が

で
き

る

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
基

本
的

な
概

念
を

基
に

，
原

理
・

法
則

に
従

っ
て

情
報

を
⼀

定
の

条
件

で
処

理
す

る
こ

と
が

で
き

る

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
新

た
に

得
た

情
報

と
，

結
果

な
ど

か
ら

得
た

情
報

を
，

原
理

・
法

則
に

従
っ

て
統

合
す

る
こ

と
が

で
き

る

探
究

活
動

を
振

り
返

り
，

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
新

た
な

課
題

に
つ

い
て

，
原

理
・

法
則

に
従

っ
て

再
設

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

に
お

い
て

問
い

た
い

「
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

」

図
・

表
や

資
料

等
か

ら
，

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
情

報
を

，
原

理
・

法
則

に
従

っ
て

抽
出

し
，

関
係

性
な

ど
を

発
⾒

す
る

こ
と

が
で

き
る

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
仮

説
を

⽴
証

す
る

た
め

，
原

理
・

法
則

に
従

い
，

そ
の

⽅
法

・
過

程
な

ど
を

決
め

る
こ

と
が

で
き

る

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
基

本
的

な
概

念
と

，
観

察
・

実
験

等
の

結
果

な
ど

か
ら

得
た

情
報

を
，

原
理

・
法

則
に

従
っ

て
統

合
す

る
こ

と
が

で
き

る

観
察

・
実

験
等

の
結

果
か

ら
考

察
し

た
情

報
と

，
⾃

然
の

事
物

・
現

象
の

基
本

的
な

概
念

と
の

整
合

性
を

，
原

理
・

法
則

に
従

っ
て

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
る

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
情

報
を

検
証

し
，

設
定

す
る

条
件

な
ど

に
つ

い
て

，
原

理
・

法
則

に
従

い
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る

新
た

な
情

報
が

，
⾃

然
の

事
物

・
現

象
の

基
本

的
な

概
念

に
よ

っ
て

，
原

理
・

法
則

に
従

い
，

説
明

で
き

る
こ

と
を

⾒
い

だ
す

こ
と

が
で

き
る

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
様

々
な

情
報

を
，

原
理

・
法

則
に

従
っ

て
整

理
す

る
と

き
の

根
拠

を
⾒

い
だ

す
こ

と
が

で
き

る

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
値

に
つ

い
て

，
原

理
・

法
則

に
従

っ
て

処
理

し
，

グ
ラ

フ
等

を
活

⽤
し

て
分

析
す

る
こ

と
が

で
き

る

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
基

本
的

な
概

念
及

び
観

察
・

実
験

の
結

果
な

ど
を

，
原

理
・

法
則

に
従

っ
て

⽐
較

分
析

す
る

こ
と

が
で

き
る

⾃
然

の
事

物
・

現
象

に
係

る
数

的
処

理
を

⼀
定

の
条

件
で

⾏
い

，
そ

の
結

果
を

基
に

，
原

理
・

法
則

に
従

っ
て

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

検
討

中
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A
1

A
2

B
1

B
2

例
え

ば
，

掲
示

や
ポ

ス
タ

ー
，

カ
タ

ロ
グ

の
中

の
よ

く
知

っ
て

い
る

名
前

，
単

語
，

単
純

な
文

を
理

解
で

き
る

。
ご

く
短

い
簡

単
な

テ
ク

ス
ト

な
ら

理
解

で
き

る
。

広
告

や
内

容
紹

介
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

，
メ

ニ
ュ

ー
，

予
定

表
の

よ
う

な
も

の
の

中
か

ら
日

常
の

単
純

な
具

体
的

に
予

測
が

つ
く

情
報

を
取

り
出

せ
る

。
簡

単
で

短
い

個
人

的
な

手
紙

は
理

解
で

き
る

。

非
常

に
よ

く
使

わ
れ

る
日

常
言

語
や

，
自

分
の

仕
事

関
連

の
言

葉
で

書
か

れ
た

テ
ク

ス
ト

な
ら

理
解

で
き

る
。

起
こ

っ
た

こ
と

，
感

情
，

希
望

が
表

現
さ

れ
て

い
る

私
信

を
理

解
で

き
る

。

筆
者

の
姿

勢
や

視
点

が
出

て
い

る
現

代
の

問
題

に
つ

い
て

の
記

事
や

報
告

が
読

め
る

。
現

代
文

学
の

散
文

は
読

め
る

。

□
日

常
生

活
に

お
い

て
身

の
回

り
に

あ
る

英
語

の
中

の
語

句
や

単
純

な
文

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
平

易
な

英
語

で
書

か
れ

た
ご

く
短

い
物

語
を

読
ん

で
，

視
覚

情
報

な
ど

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
あ

ら
す

じ
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
身

の
回

り
の

事
柄

に
関

し
て

平
易

な
英

語
で

書
か

れ
た

ご
く

短
い

説
明

を
読

ん
で

，
視

覚
情

報
な

ど
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

概
要

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

□
日

常
生

活
に

お
い

て
身

の
回

り
に

あ
る

短
い

平
易

な
テ

ク
ス

ト
か

ら
，

必
要

な
情

報
を

読
み

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
平

易
な

英
語

で
書

か
れ

た
短

い
物

語
を

読
ん

で
，

あ
ら

す
じ

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
身

近
な

話
題

に
関

し
て

平
易

な
英

語
で

書
か

れ
た

短
い

説
明

や
手

紙
を

読
ん

で
，

概
要

や
要

点
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

□
身

近
な

話
題

に
関

す
る

比
較

的
短

い
記

事
や

レ
ポ

ー
ト

，
資

料
か

ら
，

必
要

な
情

報
を

読
み

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
短

い
物

語
を

読
ん

で
，

あ
ら

す
じ

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
□

社
会

的
な

話
題

に
関

す
る

短
い

会
話

や
説

明
を

読
ん

で
，

概
要

や
要

点
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
□

英
語

学
習

を
目

的
と

し
て

書
か

れ
た

記
事

や
レ

ポ
ー

ト
を

読
ん

で
，

概
要

や
要

点
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

□
関

心
の

あ
る

分
野

の
記

事
や

資
料

か
ら

，
必

要
な

情
報

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
□

興
味

の
あ

る
現

代
小

説
や

随
筆

を
読

ん
で

，
概

要
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
時

事
問

題
や

社
会

問
題

に
関

す
る

記
事

や
レ

ポ
ー

ト
，

資
料

を
読

ん
で

，
概

要
や

要
点

，
筆

者
の

姿
勢

や
視

点
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

①
部

分
の

把
握

※
テ

ク
ス

ト
の

部
分

を
把

握
し

て
解

答
す

る
問

題

○
簡

単
な

語
句

や
単

純
な

文
の

読
み

取
り

・
日

常
生

活
に

関
連

し
た

身
近

な
掲

示
，

カ
タ

ロ
グ

，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
か

ら
，

自
分

が
必

要
と

す
る

情
報

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
平

易
で

短
い

テ
ク

ス
ト

の
読

み
取

り
・

平
易

な
表

現
が

用
い

ら
れ

て
い

る
広

告
，

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

，
予

定
表

な
ど

か
ら

，
自

分
が

必
要

と
す

る
情

報
を

読
み

取
り

、
書

き
手

の
意

図
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
短

い
説

明
の

読
み

取
り

・
比

較
的

短
い

記
事

，
レ

ポ
ー

ト
，

資
料

な
ど

か
ら

，
自

分
が

必
要

と
す

る
情

報
を

読
み

取
り

、
論

理
の

展
開

や
書

き
手

の
意

図
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
幅

広
い

話
題

を
扱

っ
た

英
文

の
情

報
読

み
取

り
・

幅
広

い
話

題
を

扱
っ

た
記

事
，

レ
ポ

ー
ト

，
資

料
な

ど
か

ら
，

自
分

が
必

要
と

す
る

情
報

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
全

体
の

把
握

※
テ

ク
ス

ト
の

全
体

を
把

握
し

て
解

答
す

る
問

題

○
平

易
で

ご
く

短
い

説
明

（
視

覚
情

報
付

）
の

概
要

・
要

点
把

握
・

友
人

，
家

族
，

学
校

生
活

な
ど

の
身

の
回

り
の

事
柄

に
関

し
て

平
易

な
英

語
で

書
か

れ
た

ご
く

短
い

説
明

を
読

ん
で

，
イ

ラ
ス

ト
や

写
真

な
ど

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
概

要
や

要
点

を
捉

え
た

り
、

推
測

し
た

り
、

情
報

を
事

実
と

意
見

に
整

理
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
平

易
で

短
い

説
明

の
概

要
・

要
点

把
握

・
友

人
，

家
族

，
学

校
生

活
な

ど
の

身
近

な
話

題
に

関
し

て
平

易
な

英
語

で
書

か
れ

た
短

い
説

明
を

読
ん

で
，

概
要

や
要

点
を

捉
え

た
り

、
情

報
を

事
実

と
意

見
に

整
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
身

近
な

話
題

や
馴

染
み

の
あ

る
社

会
的

な
話

題
に

関
す

る
平

易
な

説
明

な
ど

の
概

要
・

要
点

把
握

や
情

報
の

整
理

・
身

近
な

話
題

や
馴

染
み

の
あ

る
社

会
的

な
話

題
に

関
す

る
記

事
や

レ
ポ

ー
ト

，
資

料
な

ど
を

読
ん

で
概

要
や

要
点

を
把

握
し

た
り

、
情

報
を

整
理

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
文

章
の

論
理

展
開

を
把

握
し

た
り

、
要

約
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
時

事
問

題
や

社
会

問
題

に
関

す
る

説
明

な
ど

の
情

報
読

み
取

り
や

概
要

・
要

点
把

握
・

時
事

問
題

や
社

会
問

題
に

つ
い

て
幅

広
く

情
報

を
得

る
た

め
に

効
果

的
な

資
料

を
自

分
で

探
し

，
概

要
・

要
点

把
握

な
ど

，
目

的
に

応
じ

た
読

み
方

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
全

体
の

把
握

※
テ

ク
ス

ト
の

全
体

を
把

握
し

て
解

答
す

る
問

題

○
平

易
で

ご
く

短
い

物
語

（
視

覚
情

報
付

）
の

概
要

把
握

・
平

易
な

英
語

で
書

か
れ

た
ご

く
短

い
物

語
を

読
ん

で
，

イ
ラ

ス
ト

や
写

真
な

ど
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

概
要

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
平

易
で

短
い

物
語

の
概

要
把

握
・

平
易

な
英

語
で

書
か

れ
た

短
い

物
語

を
読

ん
で

，
概

要
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
短

い
物

語
の

概
要

把
握

・
短

い
物

語
を

読
ん

で
，

概
要

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
現

代
小

説
や

随
筆

の
概

要
把

握
・

比
較

的
簡

単
な

現
代

小
説

や
随

筆
を

読
ん

で
，

概
要

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
作

問
に

あ
た

っ
て

は
、

次
の

「
言

語
の

使
用

場
面

」
及

び
「

言
語

の
働

き
」

の
例

を
参

考
に

す
る

。
[
言

語
の

使
用

場
面

の
例

]
〈

特
有

の
表

現
が

よ
く

使
わ

れ
る

場
面

〉
・

買
物

　
・

旅
行

　
・

食
事

　
・

電
話

で
の

応
答

　
・

手
紙

や
電

子
メ

ー
ル

の
や

り
と

り
　

な
ど

〈
生

徒
の

身
近

な
暮

ら
し

や
社

会
で

の
暮

ら
し

に
か

か
わ

る
場

面
〉

・
家

庭
で

の
生

活
　

・
学

校
で

の
学

習
や

活
動

　
・

地
域

で
の

活
動

　
・

職
場

で
の

活
動

　
な

ど
〈

多
様

な
手

段
を

通
じ

て
情

報
な

ど
を

得
る

場
面

〉
・

本
、

新
聞

、
雑

誌
な

ど
を

読
む

こ
と

　
・

テ
レ

ビ
や

映
画

な
ど

を
観

る
こ

と
　

・
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
情

報
を

得
る

こ
と

　
な

ど

[
言

語
の

働
き

の
例

]
〈

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

円
滑

に
す

る
〉

・
相

づ
ち

を
打

つ
　

・
聞

き
直

す
　

・
繰

り
返

す
　

・
言

い
換

え
る

　
・

話
題

を
発

展
さ

せ
る

　
・

話
題

を
変

え
る

　
な

ど
〈

気
持

ち
を

伝
え

る
〉

・
褒

め
る

　
・

謝
る

　
・

感
謝

す
る

　
・

望
む

　
・

驚
く

　
・

心
配

す
る

　
な

ど
〈

情
報

を
伝

え
る

〉
・

説
明

す
る

　
・

報
告

す
る

　
・

描
写

す
る

　
・

理
由

を
述

べ
る

　
・

要
約

す
る

　
・

訂
正

す
る

　
な

ど
〈

考
え

や
意

図
を

伝
え

る
〉

・
申

し
出

る
　

・
賛

成
す

る
　

・
反

対
す

る
　

・
主

張
す

る
　

・
推

論
す

る
　

・
仮

定
す

る
　

な
ど

〈
相

手
の

行
動

を
促

す
〉

・
依

頼
す

る
　

・
誘

う
　

・
許

可
す

る
　

・
助

言
す

る
　

・
命

令
す

る
　

・
注

意
を

引
く

　
な

ど

【
英

語
（

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

）
】

作
問

の
ね

ら
い

と
す

る
資

質
・

能
力

に
つ

い
て

の
イ

メ
ー

ジ
（

素
案

）

※
試

行
調

査
の

検
証

・
分

析
の

結
果

及
び

高
等

学
校

学
習

指
導

要
領

の
見

直
し

の
内

容
等

を
踏

ま
え

、
更

に
整

理
す

る
。

（
参
考
）

C
E
F
R
 
自

己
評
価
表

国
の

指
標

形
式
の

主
な
目
標

説 明 文 物 語 文

検
討
中
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A
1

A
2

B
1

B
2

は
っ

き
り

と
ゆ

っ
く

り
と

話
し

て
も

ら
え

れ
ば

，
自

分
，

家
族

，
す

ぐ
周

り
の

具
体

的
な

も
の

に
関

す
る

聞
き

慣
れ

た
語

や
ご

く
基

本
的

な
表

現
を

聞
き

取
れ

る
。

（
ご

く
基

本
的

な
個

人
や

家
族

の
情

報
，

買
い

物
，

近
所

，
仕

事
な

ど
の

）
直

接
自

分
に

関
連

し
た

領
域

で
最

も
頻

繁
に

使
わ

れ
る

語
彙

や
表

現
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
短

い
，

は
っ

き
り

と
し

た
簡

単
な

メ
ッ

セ
ー

ジ
や

ア
ナ

ウ
ン

ス
の

要
点

を
聞

き
取

れ
る

。

仕
事

，
学

校
，

娯
楽

で
普

段
出

会
う

よ
う

な
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

，
明

瞭
で

標
準

的
な

話
し

方
の

会
話

な
ら

要
点

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

話
し

方
が

比
較

的
ゆ

っ
く

り
，

は
っ

き
り

と
し

て
い

る
な

ら
，

時
事

問
題

や
，

個
人

的
も

し
く

は
仕

事
上

の
話

題
に

つ
い

て
も

，
ラ

ジ
オ

や
テ

レ
ビ

番
組

の
要

点
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

長
い

会
話

や
講

義
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
，

も
し

話
題

が
あ

る
程

度
身

近
な

範
囲

で
あ

れ
ば

，
議

論
の

流
れ

が
複

雑
で

あ
っ

て
も

理
解

で
き

る
。

た
い

て
い

の
テ

レ
ビ

の
ニ

ュ
ー

ス
や

時
事

問
題

の
番

組
も

分
か

る
。

標
準

語
が

使
わ

れ
て

い
れ

ば
、

大
多

数
の

映
画

を
理

解
で

き
る

。

□
挨

拶
や

簡
単

な
指

示
を

聞
い

て
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
□

日
常

生
活

に
お

い
て

必
要

と
な

る
基

本
的

な
情

報
を

聞
き

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
ゆ

っ
く

り
は

っ
き

り
と

話
さ

れ
れ

ば
，

身
の

回
り

の
事

柄
に

関
す

る
平

易
で

ご
く

短
い

会
話

や
説

明
を

，
視

覚
情

報
な

ど
を

参
考

に
し

な
が

ら
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

□
短

い
簡

単
な

メ
ッ

セ
ー

ジ
や

ア
ナ

ウ
ン

ス
を

聞
い

て
，

必
要

な
情

報
を

聞
き

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
身

近
な

話
題

に
関

す
る

短
い

会
話

を
聞

い
て

，
概

要
や

要
点

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
□

ゆ
っ

く
り

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

，
身

近
な

事
柄

に
関

す
る

短
い

説
明

の
要

点
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
身

近
な

話
題

や
知

識
の

あ
る

社
会

的
な

話
題

に
関

す
る

短
い

会
話

を
聞

い
て

，
概

要
や

要
点

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
□

比
較

的
ゆ

っ
く

り
は

っ
き

り
と

話
さ

れ
れ

ば
，

時
事

問
題

や
社

会
問

題
に

関
す

る
短

い
平

易
な

説
明

を
聞

い
て

，
要

点
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
比

較
的

ゆ
っ

く
り

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

，
馴

染
み

の
あ

る
話

題
を

扱
っ

た
ラ

ジ
オ

番
組

や
テ

レ
ビ

番
組

を
視

聴
し

て
，

要
点

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
母

語
話

者
同

士
に

よ
る

多
様

な
話

題
の

長
い

会
話

を
聞

い
て

，
概

要
や

要
点

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

□
身

近
な

話
題

に
関

す
る

複
雑

な
流

れ
の

議
論

を
聞

い
て

，
話

の
展

開
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
□

自
然

な
速

さ
で

話
さ

れ
る

時
事

問
題

や
社

会
問

題
に

関
す

る
長

い
説

明
を

聞
い

て
，

概
要

や
要

点
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
□

あ
る

程
度

知
識

の
あ

る
社

会
問

題
や

時
事

問
題

に
関

す
る

ラ
ジ

オ
番

組
や

テ
レ

ビ
番

組
を

視
聴

し
て

，
概

要
や

要
点

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

①
部

分
の

把
握

※
音

声
の

部
分

を
把

握
し

て
解

答
す

る
問

題

○
日

常
生

活
に

お
け

る
基

本
的

な
情

報
の

聞
き

取
り

・
把

握
・

日
付

，
曜

日
，

時
刻

，
単

位
を

表
す

表
現

な
ど

，
日

常
生

活
に

お
い

て
必

要
と

な
る

基
本

的
な

情
報

を
聞

き
取

り
、

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
簡

単
な

ア
ナ

ウ
ン

ス
や

指
示

・
説

明
か

ら
の

情
報

の
聞

き
取

り
・

把
握

・
店

や
公

共
交

通
機

関
な

ど
、

日
常

生
活

に
お

け
る

簡
単

な
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
・

説
明

を
聞

い
て

，
必

要
な

情
報

を
聞

き
取

り
、

話
し

手
の

意
図

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
身

近
な

話
題

や
馴

染
み

の
あ

る
社

会
的

な
話

題
に

関
す

る
短

い
平

易
な

説
明

か
ら

の
情

報
の

聞
き

取
り

・
把

握
・

身
近

な
話

題
や

馴
染

み
の

あ
る

社
会

的
な

話
題

に
関

す
る

短
い

平
易

な
説

明
を

聞
い

て
，

必
要

な
情

報
を

聞
き

取
り

、
話

し
手

の
意

図
を

把
握

し
た

り
、

複
数

の
情

報
を

比
較

し
て

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
時

事
問

題
や

社
会

問
題

に
関

す
る

説
明

か
ら

の
情

報
の

聞
き

取
り

・
把

握
・

時
事

問
題

や
社

会
問

題
に

関
す

る
説

明
を

聞
い

て
，

当
該

の
話

題
に

関
す

る
ス

ピ
ー

チ
，

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
，

デ
ィ

ベ
ー

ト
，

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

，
エ

ッ
セ

イ
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
な

ど
に

お
い

て
活

用
す

る
た

め
に

、
必

要
な

情
報

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
あ

る
程

度
知

識
の

あ
る

話
題

の
メ

デ
ィ

ア
や

講
義

等
の

情
報

の
聞

き
取

り
・

把
握

・
あ

る
程

度
知

識
の

あ
る

話
題

を
扱

っ
た

メ
デ

ィ
ア

や
講

義
等

の
説

明
を

聞
い

て
，

必
要

な
情

報
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

②
全

体
の

把
握

※
音

声
の

全
体

を
把

握
し

て
解

答
す

る
問

題

○
挨

拶
や

簡
単

な
指

示
の

聞
き

取
り

・
把

握
・

挨
拶

や
簡

単
な

指
示

を
聞

い
て

，
話

し
手

の
意

図
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

身
の

回
り

の
事

柄
に

関
す

る
平

易
で

ご
く

短
い

説
明

の
概

要
・

要
点

把
握

・
友

人
や

家
族

，
学

校
生

活
な

ど
，

身
の

回
り

の
事

柄
に

関
し

て
平

易
な

英
語

で
話

さ
れ

る
ご

く
短

い
説

明
を

，
イ

ラ
ス

ト
や

写
真

な
ど

を
参

考
に

し
な

が
ら

聞
い

て
，

概
要

や
要

点
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
個

人
的

な
事

柄
に

関
す

る
短

い
簡

単
な

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

把
握

・
友

人
か

ら
の

招
待

な
ど

，
個

人
的

な
事

柄
に

関
す

る
短

い
簡

単
な

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

聞
い

て
，

話
し

手
の

意
図

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
身

近
な

話
題

に
関

す
る

平
易

で
短

い
説

明
の

概
要

・
要

点
把

握
・

友
人

や
家

族
，

学
校

生
活

な
ど

，
身

近
な

話
題

に
関

す
る

平
易

で
短

い
説

明
を

聞
き

と
り

，
概

要
や

要
点

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
身

近
な

話
題

や
馴

染
み

の
あ

る
社

会
的

な
話

題
を

扱
っ

た
メ

デ
ィ

ア
や

講
義

等
の

情
報

の
概

要
・

要
点

把
握

・
身

近
な

話
題

や
馴

染
み

の
あ

る
社

会
的

な
話

題
を

扱
っ

た
メ

デ
ィ

ア
や

講
義

等
の

説
明

を
聞

い
て

、
概

要
・

要
点

を
捉

え
た

り
、

複
数

の
情

報
を

聞
き

取
っ

て
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
時

事
問

題
や

社
会

問
題

に
関

す
る

説
明

の
概

要
・

要
点

把
握

・
時

事
問

題
や

社
会

問
題

に
関

す
る

説
明

を
聞

い
て

，
当

該
の

話
題

に
関

す
る

ス
ピ

ー
チ

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

，
デ

ィ
ベ

ー
ト

，
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
，

エ
ッ

セ
イ

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

な
ど

に
お

い
て

活
用

す
る

た
め

に
、

概
要

や
要

点
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

あ
る

程
度

知
識

の
あ

る
話

題
の

メ
デ

ィ
ア

や
講

義
等

の
概

要
・

要
点

把
握

・
あ

る
程

度
知

識
の

あ
る

話
題

を
扱

っ
た

メ
デ

ィ
ア

や
講

義
等

の
説

明
を

聞
い

て
，

得
た

情
報

を
他

者
に

口
頭

で
伝

え
る

た
め

に
、

概
要

・
要

点
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

①
部

分
の

把
握

※
音

声
の

部
分

を
把

握
し

て
解

答
す

る
問

題

○
身

の
回

り
の

事
柄

に
関

す
る

平
易

で
ご

く
短

い
会

話
に

お
け

る
必

要
な

情
報

の
聞

き
取

り
・

把
握

・
友

人
や

家
族

，
学

校
生

活
な

ど
，

身
の

回
り

の
事

柄
に

関
し

て
平

易
な

英
語

で
話

さ
れ

る
ご

く
短

い
会

話
を

，
場

面
の

情
報

な
ど

を
参

考
に

し
な

が
ら

聞
い

て
，

必
要

な
情

報
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
身

近
な

話
題

に
関

す
る

平
易

で
短

い
会

話
に

お
け

る
必

要
な

情
報

の
聞

き
取

り
・

把
握

・
友

人
や

家
族

、
学

校
生

活
な

ど
身

近
な

話
題

に
関

す
る

平
易

で
短

い
会

話
を

聞
い

て
、

場
面

の
情

報
な

ど
を

参
考

に
し

な
が

ら
必

要
な

情
報

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
身

近
な

話
題

や
馴

染
み

の
あ

る
社

会
的

な
話

題
に

関
す

る
短

い
会

話
・

議
論

に
お

け
る

必
要

な
情

報
の

聞
き

取
り

・
把

握
・

身
近

な
話

題
や

馴
染

み
の

あ
る

社
会

的
な

話
題

に
関

す
る

短
い

会
話

・
議

論
を

聞
い

て
、

必
要

な
情

報
を

把
握

し
た

り
、

複
数

の
情

報
を

聞
き

取
っ

て
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
多

様
な

話
題

の
長

い
会

話
に

お
け

る
必

要
な

情
報

の
聞

き
取

り
・

把
握 ・

多
様

な
話

題
の

長
い

会
話

を
聞

い
て

，
必

要
な

情
報

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
複

雑
な

議
論

に
お

け
る

必
要

な
情

報
の

聞
き

取
り

・
把

握
・

身
近

な
話

題
に

関
す

る
複

雑
な

流
れ

の
議

論
を

聞
い

て
，

必
要

な
情

報
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

②
全

体
の

把
握

※
音

声
の

全
体

を
把

握
し

て
解

答
す

る
問

題

○
身

の
回

り
の

事
柄

に
関

す
る

平
易

で
ご

く
短

い
会

話
に

お
け

る
概

要
・

要
点

・
友

人
や

家
族

，
学

校
生

活
な

ど
，

身
の

回
り

の
事

柄
に

関
し

て
平

易
な

英
語

で
話

さ
れ

る
ご

く
短

い
会

話
を

，
場

面
の

情
報

な
ど

を
参

考
に

し
な

が
ら

聞
い

て
，

概
要

や
要

点
を

目
的

に
応

じ
て

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
身

近
な

話
題

に
関

す
る

平
易

で
短

い
会

話
の

概
要

・
要

点
把

握
・

友
人

や
家

族
，

学
校

生
活

な
ど

，
身

近
な

話
題

に
関

す
る

平
易

で
短

い
会

話
を

聞
い

て
，

概
要

や
要

点
を

目
的

に
応

じ
て

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
身

近
な

話
題

や
馴

染
み

の
あ

る
社

会
的

な
話

題
に

関
す

る
短

い
会

話
・

議
論

の
概

要
・

要
点

把
握

・
身

近
な

話
題

や
馴

染
み

の
あ

る
社

会
的

な
話

題
に

関
す

る
短

い
会

話
・

議
論

を
聞

い
て

，
話

題
と

そ
れ

に
対

す
る

各
話

者
の

発
話

の
要

点
を

整
理

し
て

比
較

・
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
多

様
な

話
題

の
長

い
会

話
の

概
要

・
要

点
把

握
・

多
様

な
話

題
の

長
い

会
話

を
聞

い
て

，
話

題
と

そ
れ

に
対

す
る

各
話

者
の

発
話

の
要

点
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

複
雑

な
議

論
に

お
け

る
話

の
展

開
や

論
点

の
把

握
・

身
近

な
話

題
に

関
す

る
複

雑
な

流
れ

の
議

論
を

聞
い

て
，

話
の

展
開

を
把

握
す

る
と

と
も

に
，

各
話

者
の

主
要

な
論

点
を

整
理

し
て

比
較

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

[
言

語
の

働
き

の
例

]
〈

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

円
滑

に
す

る
〉

・
相

づ
ち

を
打

つ
　

・
聞

き
直

す
　

・
繰

り
返

す
　

・
言

い
換

え
る

　
・

話
題

を
発

展
さ

せ
る

　
・

話
題

を
変

え
る

　
な

ど
〈

気
持

ち
を

伝
え

る
〉

・
褒

め
る

　
・

謝
る

　
・

感
謝

す
る

　
・

望
む

　
・

驚
く

　
・

心
配

す
る

　
な

ど
〈

情
報

を
伝

え
る

〉
・

説
明

す
る

　
・

報
告

す
る

　
・

描
写

す
る

　
・

理
由

を
述

べ
る

　
・

要
約

す
る

　
・

訂
正

す
る

　
な

ど
〈

考
え

や
意

図
を

伝
え

る
〉

・
申

し
出

る
　

・
賛

成
す

る
　

・
反

対
す

る
　

・
主

張
す

る
　

・
推

論
す

る
　

・
仮

定
す

る
　

な
ど

〈
相

手
の

行
動

を
促

す
〉

・
依

頼
す

る
　

・
誘

う
　

・
許

可
す

る
　

・
助

言
す

る
　

・
命

令
す

る
　

・
注

意
を

引
く

　
な

ど

説 明 会 話 ・ 議 論 ○
作

問
に

あ
た

っ
て

は
、

次
の

「
言

語
の

使
用

場
面

」
及

び
「

言
語

の
働

き
」

の
例

を
参

考
に

す
る

。
[
言

語
の

使
用

場
面

の
例

]
〈

特
有

の
表

現
が

よ
く

使
わ

れ
る

場
面

〉
・

買
物

　
・

旅
行

　
・

食
事

　
・

電
話

で
の

応
答

　
・

手
紙

や
電

子
メ

ー
ル

の
や

り
と

り
　

な
ど

〈
生

徒
の

身
近

な
暮

ら
し

や
社

会
で

の
暮

ら
し

に
か

か
わ

る
場

面
〉

・
家

庭
で

の
生

活
　

・
学

校
で

の
学

習
や

活
動

　
・

地
域

で
の

活
動

　
・

職
場

で
の

活
動

　
な

ど
〈

多
様

な
手

段
を

通
じ

て
情

報
な

ど
を

得
る

場
面

〉
・

本
、

新
聞

、
雑

誌
な

ど
を

読
む

こ
と

　
・

テ
レ

ビ
や

映
画

な
ど

を
観

る
こ

と
　

・
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
情

報
を

得
る

こ
と

　
な

ど

【
英

語
（

リ
ス

ニ
ン

グ
）

】
作

問
の

ね
ら

い
と

す
る

資
質

・
能

力
に

つ
い

て
の

イ
メ

ー
ジ

（
素

案
）

（
参

考
）

C
E
F
R
 
自

己
評
価
表

国
の

指
標
形
式
の

主
な

目
標

※
試

行
調

査
の

検
証

・
分

析
の

結
果

及
び

高
等

学
校

学
習

指
導

要
領

の
見

直
し

の
内

容
等

を
踏

ま
え

、
更

に
整

理
す

る
。

検
討
中

参考

20

y_sano
テキストボックス
別添２－８



⼤
学
⼊
試
セ
ン
タ
ー
に
「
⼤
学
⼊
試
英
語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
」
を
設
け
、
⼤
学
⼊
学
者
選
抜
に
お
け
る

資
格
・
検
定
試
験
の
活
⽤
を
⽀
援
（
「
資
格
・
検
定
試
験
」
の
成
績
を
⼀
元
的
に
集
約
し
、
要
請
の
あ
っ
た
⼤
学
に
提
供
）

受
検
⽣

⼤
学
⼊
試
セ
ン
タ
ー

資
格
・
検
定
試
験

実
施
主
体

⼤
学

①
共
通
Ｉ
Ｄ
の
申
込

②
共
通
Ｉ
Ｄ
の
発
⾏

⑥
⼤
学
出
願

③
受
検
申
請

④
受
検

（
当
該
年
度
分
（
４
〜
12
⽉
※
）
の

２
回
ま
で
の
結
果
を
⼤
学
に
提
供
）

資
格
・
検
定
試
験
の
成
績

を
⼀
元
的
に
集
約
・
提
供

⑦
成
績
送
付
要
請

⑧
成
績
提
供

⑤
成
績
の
送
付

⼤
学
出
願
時
の

負
担
軽
減

＜
⼤
学
に
お
け
る
活
⽤
例
＞

・
資
格
・
検
定
試
験
で
の
⼀
定
⽔
準
以
上
の
成
績
を
受
験
資
格
と
す
る

・
資
格
・
検
定
試
験
の
結
果
に
基
づ
き
、
⼤
学
⼊
学
共
通
テ
ス
ト
の
英
語
の
成
績
に
加
点

・
資
格
・
検
定
試
験
の
結
果
に
基
づ
き
、
個
別
試
験
に
お
け
る
加
点
・
み
な
し
満
点
等

・
「
総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜
」
に
お
け
る
評
価
材
料
と
し
て
活
⽤

業
務
負
担
の

軽
減

「⼤
学
⼊
試
英
語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て
＜
活
⽤
イ
メ
ー
ジ
＞

※
12
⽉
実
施
分
に
つ
い
て
は
、成

績
情
報
の

集
約
・確
認
・提
供
に
要
す
る
期
間
を
考
慮
し、

⼀
定
の
範
囲
に
限
定
。

※
本
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
成
績
情
報
は
、
⼤
学
⼊
学
共
通
テ
ス
ト
を
利
⽤
し
な
い
⼊
学
者
選
抜
、
総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦
型
選
抜
で
も
利
⽤
可
能
。
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【国語】試行調査の記述式問題における記述に当たっての留意点（イメージ） 

１ 大学入学共通テストにおける記述式問題の作問に当たっての基本的な考え方 

○ 大学入学共通テストにおける記述式問題については、テストのねらいとして主に問いたい

力を評価でき、選抜試験として客観性・公平性を確保した採点となり、自己採点ができるだ

けしやすいものとなることを基本的な考え方として検討を進めています。

○ 昨年７月に文部科学省が公表した「大学入学共通テスト実施方針」では、「国語」の記述式

問題において、特に「論理（情報と情報の関係性）の吟味・構築」や「情報を編集して文章

にまとめること」に関わる能力の評価を重視することとされています。

  これを受け、大学入学共通テストにおける記述式問題においては、本とりまとめ別添２－

１に整理した「【国語】作問のねらいとする主な『思考力・判断力・表現力』，及びそれらと

出題形式との関係についてのイメージ（素案）検討中」から、②及び③を問うことをねらい

として作問していく方向性です。 

○ 言語活動の場面としては、把握した情報やそれに基づく考えを一定の字数の中で表現でき

るかどうかが問われる場面を設定することを想定しています。このため字数を指定し、解答

の際にその字数を数えやすいようマス目に記入する形式としています。

○ また、解答に当たっては問題で示された字数で記載することを正答の条件の一つとするこ

とと、高等学校「国語」のうち「読む能力」「書く能力」（思考力・判断力・表現力）を主に

評価し、表記の誤り等は正答の条件に照らして内容面から判断することを検討しています。

２ 試行調査の記述式問題における記述に当たっての留意点 

○ 大学入学共通テストの記述式問題における記述に当たっては、上記の基本的な考え方に基

づきつつ、後述の（参考）でまとめたとおり、社会における表記のきまりは多様であること、

学校における学習・指導の状況、大規模一斉試験であるという試験の特性や、新たに「実用

的な文章」も題材となること等を総合的に勘案することが重要だと考えています。

○ これを踏まえ、本年１１月に実施する試行調査においては、次のような点を、解答を分か

りやすく記述するための留意点として受検生に示す予定です。なお、この留意点に沿わない

解答についての正答の条件の判断の在り方や、最終的な留意点の示し方等については、試行

調査の結果の検証を踏まえて決定されます。
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（マス目の使い方） 

① 一マス目から書くようにする。

② 改行はしないようにする。

※ 一マス目から書き終わりまでの間に空欄がないようにする。

③ 一マスに１字ずつ書くようにする。

※ 次のいずれも１字として書くようにする。

 漢字（漢数字を含む） 

仮名（促音や拗音
よ う お ん

を表す字は、それぞれ１字として、一マスに１字ずつ書くようにする。 

濁点や半濁点を付けた字は、それぞれ合わせて１字として、一マスに１字ずつ書く 

ようにする。) 

アルファベット、単位を表す記号 

句点、読点、括弧 

※ 句点、読点や終わりの括弧などが行の最初のマス目にくる場合や、始まりの括弧が行の最後

のマス目にくる場合でも、そのまま一マスに１字ずつ書くようにする。 

④ 文の最後の句点（。）は、はっきり書く。一マスに１字として書くようにする。

※ 二つの文で書くことが指定されている時は、句点を書くことで、書き始めから句点までが一

つの文であることを示すようにする。 

⑤ 読点（、）は、必要に応じて書く。書く際には、一マスに１字として書くようにする。

※ 文の意味が正答の条件と異ならないよう、必要な箇所に読点を書くようにする。

（修正の方法） 

⑥ 不要な字は消しゴムで消し、文の途中に字を加える時も消しゴムで消して、書き直すよう

にする。 

※ やむを得ない場合は、消す字に二本線を引くようにする（文の意味が正答の条件と異ならな

いよう、二本線ははっきり引くようにする）。 

※ やむを得ずマス目外に加える字を書く場合は、指定の枠内に、挿入する箇所と字をはっきり

書くようにする（文の意味が正答の条件と異ならないよう、挿入する箇所や字が分かるように 

書くようにする）。 

（誤字や脱字等） 

⑦ 誤りのないよう、正しく記載するようにする。

※ 問題文に照らして、文の意味が正答の条件と異ならないよう、正しく記載するようにする。 
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① 一マス目

から書くよ

うにする。

② 改行はしない

ようにする。

③※ 句読点（。、）や終わりの括弧

（  など）が、行の最初のマス

目にくる場合でも、そのまま一マ

スに１字ずつ書くようにする。 

⑤ 読点（、）は、

必要に応じて書

く。書く際に

は、一マスに１

字として書くよ

うにする。

例示 

⑥ 不要な字は消しゴムで消し、文の途中に字を加える

時も消しゴムで消して、書き直すようにする。 

③ 一マスに１字ずつ書くようにする。

※ 促音（っ）や拗音（例：ゃ・ゅ・ょ）を表す字は

それぞれ１字として、濁点や半濁点を付けた字

（例：で・ば・ぴ・ぽ）はそれぞれ合わせて１字と

して、一マスに１字ずつ書くようにする。

④ 文の最後の句点（。）

は、はっきり書く。一マ

スに１字として書くよう

にする。

③※ 始まりの括弧（  など）が行の最後

のマス目にくる場合でも、そのまま一

マスに１字ずつ書くようにする。 

③※ 漢数字 

や単位を表

す記号は、

一マスに１

字として書

くようにす

る。 

③ 一マスに１字ずつ書くようにする。

※ 句点・読点・括弧等もそれぞれ

一マスに１字ずつ書くようにする。

⑦ 誤りのないよう、正しく記載するよう

にする。 

[ 

[
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（参考） 

○ 国語の表記については、漢字や仮名などのほかに、文の終わりや意味の切れ目を明らかに

するための「区切り符号」（句読点や括弧など）が現在では、一般的に用いられています。

区切り符号の使い方には、一定の基準はあるものの、目的や場面、様式（教科書や新聞、

縦書きや横書き、原稿用紙や罫線など）、文章の種類（文学的な文章、論理的な文章、実用

的な文章）等によって、また、それらの中でも、括弧「 」の中の句点（。）の有無、読点

の種類（、，）など、使われ方に異なる点が見られます。 

また、数字やアルファベットについても、縦書きか横書きか、一桁か二桁以上か、全角か

半角か等によって、多様な表記が見受けられます。 

○ 文章作成の様式の一つである「原稿用紙」は、印刷技術の発展や字数を数える際の効率性

などにより普及し、現在では、学校の学習場面での文章作成、入学や採用などの試験、各種

応募の際の様式として用いられています。

原稿用紙の使い方には、明確なきまりはなく、行頭に句読点がくる場合の書き方や、「 や

（ のような始まりの括弧が行末にくる場合の書き方など、使い方に異なる点も見られます。 

○ 出版にも関連し、文字表示のルールとなる「禁則処理」（行頭に句読点や終わりの括弧など

をおかない等の一定の禁則によって、文字を適切な位置に移動し、生じた空きを調整するこ

と。）も、原稿用紙の使い方とともに、目的や場面、様式、文章作成ソフトウェアの種類やそ

の設定などによって、多様な表記が見受けられます。

修正方法にも、削除や修正が一本線か二本線かなど、異なる点も見られます。 

○ 原稿用紙の使い方とともに、「字数の数え方」については、学校では、書き出しや改行後の

最初の一マスをあけ、禁則処理を行いながら文章を書き、高校入試や大学入試の記述式問題

などで字数を指定している場合には、マス目を用いて、区切り符号などもそれぞれ１字分と

して数える傾向が見られます。

  なお、採点に当たっては、問いたい力に照らして内容を主とし、表記の誤りについては、

全体の点数から一定の減点（誤りの数にかかわらず、決められた点数の減）とし、採点基準

に基づき適正な採点となるよう、採点基準の詳細は各学校で定める傾向が見られます。 
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